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［島根県 益田市］ 

 

○「持続可能な地域づくりとひとづくりを進める『ひとが育ち輝くまち益田』～地域に飛び出す 

中高生が大人を動かす～」について 

 

＜背景など＞ 

・益田市の特徴として、萩・石見空港から羽田空港まで約９０分と関東圏へのアクセスのよさが 

挙げられる。また、７３３平米の面積に２０地区の集落、４万４０００人の人口で、特に面積 

の７０％が中山間地域で、２０地区中３地区が市街地、１７地区が中山間地域で、中山間地域 

の過疎化が進んでいる。 

 

・全国２位の余暇時間、合計特殊出生率で、子供を産みやすく、ゆとりのある生活ができるまち 

である一方、人口流出とＵターンしない若者（市内に大学がないこともあり、高校卒業時、９ 

割の高校生が市外転出、大学卒業後Ｕターンする若者は３割）が問題で、中高生を対象とした 

２０１８年度の事業実施前アンケートにおいて、次の回答への半数以上が、「益田市に何もな 

いと思う」、「魅力的な大人が多いと思わない」、「地域の大人と話す機会がよくあると思わな

い」と感じている。 

 

・子供は生まれているのに、地域の魅力的な大人に出会えないまま市外に出て、そのまま戻らず、 

結果的に多くの地区で人口減、消滅の危機につながってしまっている。 

 

＜課題解決＞ 

・益田市のライフキャリア教育の刷新 

従 前 キャリア教育：ワークキャリア教育に偏重⇒都会志向に自然とつながる。 

ふるさと教育：ふるさとを知ることに偏重⇒知ることに特化し、地域とつながれてい 

ない。 

現 在 仕事だけではなく、多様なライフキャリアを知る。ふるさと（地域）の人とつながり、 

自らの手でまちをつくる。 

 

・そのために、「対話」を重視した人とつなげるための３つの柱、益田版の「カタリ場」・「職場 

体験」・「地域活動」の実施を行っている。 

 

≪益田版カタリ場≫ 

 地域の大人と子供（場合によって、子供同士（小学生と高校生など））が１対１で語り合い、 

どんな大人になりたいか、生き方を考える授業で、つながりが希薄な現代において大人とつな 

がる機会、その後の関係づくりにも寄与。小学生から高校生まで一貫した実施で、成長するに 

つれ、語る側へ移行。カタリ場から、職場体験や興味のある活動への参加に派生（大人がサポ 

ート）。カタリ場実施後のアンケートでは、意欲の向上、地域の大人の印象、益田市に戻りた 

い思いが上昇。 
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【益田版カタリ場の実績】 

（参加者数等） ２０１６年度 … ２０１９年度 … ２０２２年度 

小 学 生 の 受 講 者 数 ８５人 ４２２人 ４０８人 

中 高 生 の 受 講 者 数 ２７０人 ５４０人 ７４３人 

大人の参加者数（実数） ４５人 １４９人 ２３５人 

大人の参加者数（延べ数） ５０人 ２５４人 ３１８人 

高校生の参加者数（実数）  ７人  ７９人 １１６人 

高校生の参加者数（延べ数）  ７人 ２１９人 ２８１人 

対 話 し た 人 数 （ 実 数 ） ４０７人 １１９０人 １５０２人 

 

（成人式でのアンケート調査の比較）※４段階中「とても思う」・「ややそう思う」と回答した割合 

「 将 来 、 益 田 に 住 み た い 」    ５０％    ⇒    ８０％ 
（２６３人中１３２人）     （３６７人中２５３人） 

「益田市には魅力的な大人が多い」    ５１％    ⇒    ８１％ 
（２６３人中１３３人）     （３６７人中２５９人） 

-------------------------------------------------------------------------------------- 
２０１８年度成人式       ２０２２年度成人式 

（カタリ場受けていない世代）   （カタリ場受けている世代） 

≪益田版職場体験≫  

事業所からの求人票の発行、市職員等が生徒計３００人ほどと面接、事業所研修会の実施、 

 体験時の「対話の時間」を必須とし、コミュニケーションを創出（※単なる職場体験で終わら 

 せない）。 

～生徒・市・事業所にとって三方よしの結果に～ 

（生 徒） 様々な価値観や生き方に触れ、将来を考える 

（益田市） 未来の担い手育成 

（事業所） ＰＲやリクルーティング、社員、職員の研修につながる 

⇒職場体験の満足度、対話の重要性の理解、事業所側の満足度の高さ 

 

≪公民館を中心とした学校の学びから地域への学び≫ 

地域全体が「育ちの場、学びの場」という位置づけ、地域における「子縁」のネットワーク。 

公民館は各地区に設置、館長や職員は会計年度任用職員で、経験を生かした人脈や事業の意 

図を汲み取った対応が取られている。 

また、ユタラボ（一般社団法人 豊かな暮らしラボラトリー）という若者中心の中間支援組 

織も関わり、小・中・高校生の地域活動のひろがり、つながりへ。 

子供を中心としたイベントの開催、オンラインごみ拾い、ボランティア活動など（※大人は 

 サポート役）。 

 

＜まとめ＞ 

・学校外の活動が豊かになり、「子供が変わる」 

☞「大人が変わる」 

☞「ひとづくり・まちづくり」へつながる。 

 

・ライフキャリア教育とひとづくり、まちづくりで、意識改革へ。 


